
２．活動の内容

■実施場所
神田外語学院本館・本部ビル
内神田中央通り、神田多壱小路

■実施期間
2025年10月10日(金)、11日(土)
※神田多壱小路でのプロジェクト

→10月1日(水)～14日(火)

■活動内容

神田駅西口地区まちなかウォーカブルプロジェクト
「KANDAフェス2025 ～まちに人が集う“みんなの神田”～」

１．活動の狙い

公共空間を活用し
人が集い滞在したくなる環境を創出

住民・在勤者・学生・来街者が
交流できる「顔の見える関係性」を育む

神田の歴史・文化・商業の魅力に多文化
共生の視点を加え、地域ブランドを向上

これまでの実証実験を踏まえながら
今後のまちづくり検討へ繋げていく

地域の居心地向上とQOLの改善 地域コミュニティの活性化

地域資源の再発見 まちづくりへの継承・発展

・ステージパフォーマンス
学生や地域団体・住民による音楽・ダンス等の発表

・地域連携コンテンツ
 こどもハロウィンパレード、こども縁日、
 訪日外国人向け街歩きツアー等

・広場であそぼ/みんなの広場プロジェクト
 駐車場を広場化し、大人から子どもまで遊べる場や
 芝生やファニチャーを設置して休憩・交流空間を創出

・地域産品販売
 新潟上越のアンテナショップ「おかえりby雪國商店」や

 訳あり野菜の販売
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３．活動の成果
■地域課題の解決
子ども・子育て世帯向けのイベント不足を解消し、神田外語学院が「子どもたちが気

軽に立ち寄れる場所」として機能し始めたのと同時に、「子ども110番」施設であること
を再認識してもらうなど、地域の安心拠点としての役割が強化された。
■新たな価値の創造
学生による多文化パフォーマンス等により、地域住民が海外文化に触れる多文化共生

の機会を創出できた。
■滞在空間の創出
千代田区ウォーカブルまちづくりデザイン」の『まちなかの居心地の良さを測る指

標』である3つの評価軸（ハード環境・快適性・行動の多様性）に基づき広場の利用状況
を画像分析を用いて評価した。広場常設時/イベント時ともに魅力的な空間を創出できた。

【主催】
・学校法人佐野学園専門学校神田外語学院／神田外語大学
・神田駅西口商店街振興組合
・内神田旭町々会
・多町一丁目町会

４．これからの展開
■空間・体験価値の高度化
継続的にエリア特性を活かした空間や体験価値を創出し、広場の需要把握を深める。

■まちの人気イベントへ
地域の方と協働しやすい企画や仕組みを検討するとともに、神田らしい歴史や文化と

国際性を兼ね備えた交流の在り方を追求していく。
■広報戦略と運営体制の見直し
広報戦略を見直し集客力向上を図るとともに、需要の高い子ども向け企画においては

魅力的かつ安全な運営体制を整備していく。

▲広場常設時
※個人情報保護の観点から実際のカメラ画像をイラスト風に加工しております

▲イベント時
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【協力】
・後援：千代田区
・活動の企画協力：神田駅西口地区まちづくり市街地再開発準備組合、NTT都市開発株式会社、イオンモール株式会社
・活動の準備の協力：NTT都市開発株式会社
・活動の運営の協力：神田鍼灸整骨院、リズム靴店、風カルチャークラブ
・備品の貸与：神田駅西口商店街振興組合
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